
適正配置計画における学校と地域との関係性の将来イメージ 
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▼「地域の学校」として、児童と地域住民の交流を推進。地域の避難所としての機能を向上させる必要。 

▼少子化により、将来的に小規模化が進展しても、「地域の学校」として、地域全体で子供たちを育む拠点としていく。また、地域

活動、地域コミュニティの核として、様々な市民活動の展開を想定。 

▼地域拠点施設、福祉系施設等には、必要に応じて管理者等が配置されることも想定される。人員配置がされれば、学校と地域との

交流を活性化するとともに、学校施設及び児童の安全性も高まる。 

現在の方向性：３つの中学校を廃止し、新たに、町の中央部付近に１校を設置。 

メリット 

・町内の小学校卒業の全児童が、１校で学ぶことで、新たな人間関係の構築、生徒同士が切磋琢磨できる環境の

整備、各教科への教職員の配置など教育の充実、部活動の強化・活性化などを図る。 

・学校の適正規模を持続的に確保していく（１２学級から１８学級）。 

課題等 

・既存中学校の廃止により、中学校がなくなる地域がある。 

・通学距離の遠距離化、それに伴う通学時の安全性確保。 
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